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Takaaki  Enoki 

2 東京Michi百景
東京タワーの夜景

3 TR-mag.Navigation 東京を遊ぶ
Scene14 伊豆大島

6 エコ・スタイル⑭
エコ豆知識／グリーンコンシューマー

7 エッセイさんぽのじかん
演奏旅行先での忘れられない「さんぽ」
～愛媛県松山の思い出を歩く －－－－－－－ 国府弘子さん

9 TR-mag.Topics
地域主導のみちづくりフォーラム開催!

11 道物語・東京の環状線⑤
環状5号線（都道305号・明治通りを含む）（

13 渡辺祥子のシネマの中の東京⑭
『東京にはロケ地がいっぱい』

15 TR-mag.Focus
東京ふれあいロード・プログラム
参加団体訪問-14／東京都立大島高等学校農林科

17 日本だから、できる。あたらしいオリンピック！

18 Information & News
パーク&レンタサイクルの実施
P-Passキャンペーンのお知らせ
イベントコーナー収益金を寄付
「冬祭り」を開催 売上金を「緑の東京募金」に寄付
「セーフティ＆スムーズ東京フェア2008」に出展参加 他

21 クロスワードパズル⑨
クロスワードパズルでリフレッシュ！

22 Random Review

景色は自分にとって心の窓であ
る。その人にとっての環境や心境
で「東京」の景色は様々に変化す
る。季節の無い街だと思っていた
のは自分の心だと気付いた時、
身の回りに四季の彩りが満ちあ
ふれだす。そうして初めて、自分だ
けの東京が見えてくるのだ。

鹿児島県出身。武蔵野美術大学に学び、劇
団四季を経て、NHK朝の連続テレビ小説
『ロマンス』主演でテレビデビュー。映画・テ
レビ・舞台で俳優として活躍する一方、アジア
を中心に世界各地の絵を描き続ける。画文
集『もっといい加減なスケッチの旅』『東京讃
歌』など著書多数。全国各地で個展を開催。
公式HP http://www.officetaka.co.jpTR／ティーアールは、東京都道路整備保全公社の事業を表すブランドネームです。

この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

表紙・榎木孝明の世界

C o n t e n t s

（「刻を忘れて」スケッチ場所／東京 飛鳥山公園）
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昭和33年（1958）開業。東京都港区のほぼ中央、芝公園（旧増上寺（ぞうじょうじ）境
内の一部）内にある総合電波塔。通天閣（二代目）など多数の鉄骨構造の電波塔・
観光塔の設計を手がけ、「塔博士」とも呼ばれた、内藤多仲（ないとうたちゅう）によ
って設計された。地上150メートルに大展望台、250メートルには特別展望台がある。
高さ333メートルで、パリのエッフェル塔より9メートル高い。

2

半世紀にわたり街の移り変わりを見つめてきた、
東京のシンボル・東京タワー。

333メートルの高さを誇る東京タワーは、

自立式鉄塔としては世界一高いタワー。

昭和33年の開業以来50年、

電波塔として関東エリアの各種放送電波を家庭に送り続ける

東京のシンボルには、国内外から観光客が訪れています。

タワー最上階の特別展望台から俯瞰した東京の街、

そして富士山や筑波山麓までを見渡せる大パノラマは一見の価値があります。
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■
三
原
山
エ
リ
ア

溶
岩
流
も
避
け
て
通
っ
た

厄
除
け
三
原
神
社

竹
芝
桟
橋
か
ら
ジ
ェッ
ト
船
で
1
時
間
45

分
、
伊
豆
大
島
に
到
着
で
す
。
そ
の
日
の
天

候
に
よ
っ
て
着
く
港
が
違
い
ま
す
が
、今
回
は

元
町
港
着
。
東
京
か
ら
120
km
、
伊
豆
諸
島
最

大
の
島
。
そ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
い
え
ば
、
島

の
中
央
に
鎮
座
す
る
標
高
758
ｍ
の
三
原
山
で

す
。
昔
か
ら
御
神
火
様（
ご
じ
ん
か
さ
ま
）と

し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
三
原
山
は
、ハ
ワ
イ
の

キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
、イ
タ
リ
ア
の
ス
ト
ロ
ン
ボ
リ

ー
火
山
と
共
に
世
界
三
大
流
動
性
火
山
の

1
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
原
山
ま
で
は
元
町
港
か
ら
三
原
山
頂
口

バ
ス
停
ま
で
バ
ス
で
約
36

分
。
そ
こ
か
ら
火
口
展

■
波
浮
エ
リ
ア

踊
子
の
里
は
、今
で
も
芸
人
一
座
と

出
会
え
そ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る

裏
砂
漠
を
あ
と
に
、
再
び
大
島
一
周
道
路

に
出
て
波
浮
港
を
目
指
し
ま
す
。
火
山
の
火

口
湖
だ
っ
た
こ
の
港
は
、大
津
波
で
海
と
つ
な

が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、秋
広
平
六
の
指
揮

の
元
、
崖
を
切
り
崩
し
、
港
口
を
広
げ
て
港

と
な
り
、
遠
洋
漁
業
の
中
継

港
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

港
の
東
側
は「
踊
り
子
の
里
」と
呼
ば
れ
、

往
時
を
偲
ば
せ
る
古
い
木
造
家
屋
の
町
並
み

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
伊
豆
の
踊
り
子
』の
旅
芸
人
一
座
が
芸

を
披
露
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
旧
港
屋
旅
館

は
、
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
資
料
館
と
し
て
保

存
・公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
旅
館
の
前
の
踊
子

坂
を
登
る
と
明
治
時
代
の
網
元
の
屋
敷
跡
・

旧
甚
の
丸
邸
が
あ
り
ま
す
。
2
階
建
で
外
壁

に
は
な
ま
こ
壁
の
漆
喰
装
飾
が
施
さ
れ
、
島

外
か
ら
取
り
寄
せ
た
極
太
の
木
材
で
組
ん
だ

梁
や
柱
、大
谷
石
の
外
塀
な
ど
、
当
時
の
網

元
の
豪
勢
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
庭
に
は
、大
島
町
波
浮
出
身

の
作
詞
家・
宮
川
哲
夫
の
歌
碑
も
あ
り
ま
す
。

往
時
を
偲
ば
せ
る
旧
港
屋
旅
館
前
の
町
並
み

や
踊
子
坂
界
隈
を
歩
い
て
い
る
と
、
芸
人
一

座
が
ふ
っ
と
現
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「
文
学
の
散
歩
道
」の
歌
碑
を
読
み
な
が
ら

の
ん
び
り
と
歩
く
、
こ
れ
も
大
島
流

波
浮
港
の
西
側
、大
島
一
周
道
路
沿
い
の

波
浮
港
見
晴
し
台
は
、
港
の
全
景
が
一
望
で

き
る
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
。
野
口
雨
情
作
詞
、中

山
晋
平
作
曲
の「
波
浮
の
港
」で
一
躍
有
名
に

な
っ
た
港
は
、そ
の
詩
の
情
景
の
よ
う
に
、
穏

や
か
で
静
か
な
美
し
さ
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
都
は
る
み
の
ヒ
ッ
ト
曲「
ア
ン
コ

椿
は
恋
の
花
」の
歌
碑
と
波
浮
港
に
最
も
貢

献
し
た
秋
広
兵
六
の
像
が
建
っ
て
い
ま
す
。

も
う
1
つ
波
浮
エ
リ
ア
の
お
奨
め
は
、
波

浮
・
文
学
の
散
歩
道
。
波
浮
に
は
、
明
治
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、与
謝
野
鉄
幹・
晶
子

夫
妻
、大
町
桂
月
、
幸
田
露
伴
、
林
芙
美
子
、

荻
原
井
泉
水
、そ
し
て「
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
」

の
作
詞
家
・
星
野
哲
郎
な
ど
、
多
く
の
文
人

が
保
養
や
観
光
の
た
め
に
、ま
た
執
筆
の
た

め
に
訪
れ
ま
し
た
。

文
学
の
散
歩
道
に
は
、
多
く
の
文
人
の
作

品
を
刻
ん
だ
碑
が
建
て
ら
れ
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
人
墨
客
の
碑
を
探

し
、
碑
に
刻
ん
で
あ
る
歌
を
詠
み
な
が
ら
散

策
す
る
の
も
、
伊
豆
大
島
の
楽
し
み
方
で
す
。

荒
涼
と
し
た
黒
い
砂
が
延
々
と
続
き

月
の
世
界
を
思
わ
せ
る
裏
砂
漠

三
原
山
は
映
画
や
小
説
に
も
出
て
き
ま

す
。
昭
和
59
年（
1
9
8
4
）に
公
開
さ
れ
た

映
画『
ゴ
ジ
ラ
』で
は
、
最
後
に
人
工
的
に
三

原
山
を
噴
火
さ
せ
、
ゴ
ジ
ラ
を
火
口
に
落
下
。

皮
肉
に
も
そ
の
2
年
後
、
三
原
山
は
本
当
に

噴
火
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
映
画
化
も
さ

れ
た
鈴
木
光
司
の
小
説『
リ
ン
グ
』で
は
、あ
の

貞
子
が
伊
豆
大
島
の
差
木
地（
さ
し
き
じ
）生

ま
れ
の
設
定
で
、
子
ど
も
の
頃
に
三
原
山
の

噴
火
を
予
知
。
そ
し
て
超
能
力
者
と
い
わ
れ

た
母
・
志
津
子
は
三
原
山
の
火
口
に
身
を
投

げ
て
い
ま
す
。

火
口
展
望
台
か
ら
覗
き
込
ん
だ
噴
火
口
は

あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
引
き
込
ま
れ
そ
う
で

怖
い
よ
う
で
す
。
で
も
体
力
と
気
力
の
あ
る

方
に
は
、今
な
お
噴
煙
を
あ
げ
続
け
る
噴
火

口
を
周
る「
お
鉢
め
ぐ
り
」も
お
奨
め
。
大
自
然

の
息
づ
か
い
と
迫
力
を
存

分
に
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
三
原
山
の
東
側
に
広
が
る
大
島

最
大
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト・
裏
砂
漠
へ
。
大
島
一

周
道
路（
都
道
2
0
8
号
線
）か
ら
三
原
山
登

山
道
路
に
入
る
と
右
脇
に
立
て
ら
れ
た
小
さ

な「
裏
砂
漠
入
り
口
」の
標
識
。
こ
こ
か
ら
3

キ
ロ
ほ
ど
登
っ
た
駐
車
場
ま
で
は
車
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
先
に
は
、
ま
る
で

月
の
世
界
を
思
わ
せ
る
荒
涼
と
し
た
砂
漠
の

風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
黒
い
砂
が
延
々
と

続
く
こ
の
風
景
は
、テ
レ
ビ
や
映
画
、
C
M
な

ど
に
も
よ
く
登
場
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ち
な

み
に「
漂
流
教
室
」や「
サ
ラ
リ
ー
マン
金
太
郎
」

に
も
こ
の
裏
砂
漠
が
出
て
き
ま
す
。

望
台
ま
で
は
山
頂
遊
歩
道
を
歩
い
て
約
1
時

間
。
も
ち
ろ
ん
マ
イ
カ
ー
の
乗
り
入
れ
は
禁

止
で
す
!!

舗
装
さ
れ
た
遊
歩
道
は
な
だ
ら
か
な
登
り

と
ス
ピ
ン
カ
ー
ブ
が
組
み
合
わ
さ
り
、ち
ょ
っ

と
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
時
折
立
っ
て
い
ら

れ
な
い
ほ
ど
の
強
風
が
吹
き
つ
け
て
く
る
の

で
、そ
れ
ほ
ど
甘
く
は
な
い
か
も
…
…
。
で
も

所
々
に
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
を
置
い
た
休
憩
所
が

あ
る
の
で
安
心
で
す
。

遊
歩
道
を
登
っ
て
行
く
に
従
い
、ま
る
で
モ

ン
ス
タ
ー
の
よ
う
な
溶
岩
の
堆
積
、そ
し
て
途

中
に
は
か
ま
ぼ
こ
形
の
避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
三
原
山
が
活
火
山
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

遊
歩
道
を
し
ば
ら
く
行
く
と
少
し
右
に
下

っ
た
所
に
三
原
神
社
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
61
年（
1
9
8
6
）11
月
21
日
、大
島
火

山
が
5
6
5
年
ぶ
り
に
割
れ
目
噴
火
を
起
こ

し
た
時
に
、
厄
よ
け
神
社
と
し
て
人
々
の
信

仰
を
集
め
て
い
る
三
原
神
社
の
神
殿
の
直
前

で
、
奇
跡
的
に
溶
岩
流
が
両
側
に
流
れ
避
け

て
通
っ
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
溶
岩
の
堆
積

が
背
後
、
左
右
に
迫
る
よ
う
な
形
で
建
つ
神

殿
を
見
れ
ば
誰
も
が
納
得
し
ま
す
。

Walk oshimaIn
伊豆大島

東京にある島のひとつ伊豆大島。自動車を竹芝桟橋周辺の駐
車場に停めて、パーク＆ライドで伊豆大島を楽しみましょう。今
回、伊豆大島の案内をしてくださるのは、大島町役場教育文化
課の柏木真由美さんと水道課の白井優美さんです。

強風の中で噴火口を覗くのは、
やっぱり怖い！と案内役の柏木
真由美さんと白井優美さん

元気いっぱいの柏木真由美さんと白井優美さんは、
大島高校バレー部出身の大島っ子

広大な裏砂漠の絶景は
大島ならではの景色
「地球とは思えない
不思議な世界」

明治時代の網元の
屋敷跡・旧甚の丸邸

大島町波浮出身の
作詞家・宮川哲夫
の歌碑

往時を偲ばせる小道

今も秋広平
六の像が港
の様子を見
守っている

波浮港見晴し台からの眺め

新火口展望台から見た三原山

竹芝桟橋

三原神社の鳥居と神殿

かまぼこ形のシェルターは、万が一の時
に緊急避難をするためのもの

TR東京都道路整備保全公社が管理する
海岸一丁目駐車場

所在地/東京都港区海岸１丁目14番40号
収営業時間・料金/
全日（9時～24時）12分100円
1日最大2500円（1日：0時～24時）
全日（0時～9時）60分100円
1日最大2500円（1日：0時～24時）
全日（0時～24時）
30分未満無料（30分以降通常料金）
パーク＆ライド割引/一日最大2500円
収容台数/24台

※取材協力／
大島町役場観光課

「アンコ椿は恋の花」の歌碑

よ
う
こ
そ

伊
豆
大
島
へ

ちょっと
一休み

白
井
で
〜
す
！

大
島
を
た
っ
ぷ
り

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ネ
!!

柏
木
で
〜
す
！

大
島
は
見
ど
こ
ろ
が

満
載
で
す
よ
!!
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◆

海
と
椿
と
火
山
の
町
・
伊
豆
大
島
。
そ
し
て
文

人
た
ち
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
の
文
学
散

歩
。
こ
こ
に
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
み
ど
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
3
月
29
日（
日
）ま
で
開

催
さ
れ
て
い
る
椿
ま
つ
り
は
、大
島
を
あ
げ
て

の
お
祭
で
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
の
に
自
然
の
驚
異
を
見
せ
つ
け
ま
す
。
そ

の
迫
力
は
写
真
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
目
に
す

る
の
と
は
大
違
い
。
と
に
か
く
大
島
必
見
の

景
色
で
す
。

か
わ
い
い
リ
ス
た
ち
の
歓
迎
に

思
わ
ず
童
心
に
返
り
ま
す

約
2，
0
0
0
㎡
の
自
然
林
に
囲
ま
れ
た
、

椿
・
花
ガ
ー
デ
ン・リ
ス
村
に
は
リ
ス
や
ウ
サ
ギ

と
ふ
れ
あ
え
る
小
動
物
園
と
椿
園
が
あ
り
、

伊
豆
大
島
で
も
オ
ス
ス
メ
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

リ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
入
り
口
に
は
厳
重
な
扉

が
あ
り
ま
す
。
入
り
口
で
1
0
0
円
を
払
う

と
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
が
入
っ
た

小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
専
用

の
厚
手
の
手
袋
が
渡
さ
れ

ま
す
。
一
歩
中
に
入
る
と
、

台
湾
リ
ス
た
ち
の
大
歓
迎
が

待
っ
て
い
ま
す
。

正
し
い
エ
サ
の
あ
げ
方
は
、

手
袋
の
上
に
餌
を
置
い
て
リ
ス
に
与
え
ま
す
。

リ
ス
は
ツ
メ
も
歯
も
強
力
な
の
で
、
素
手
で
直

接
餌
を
与
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

椿
園
に
は
5
0
0
種
類
以
上
の
椿
が
植
え

ら
れ
、
春
夏
秋
冬
、い
つ
訪
れ
て
も
椿
の
花
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
3
月
29
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
伊

豆
大
島
椿
ま
つ
り
の
時
は
、
園
内
の
椿
の
花

は
満
開
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
大
島
名
物
牛
乳
せ
ん
べい
や
リ
ス

ま
ん
じ
ゅ
う
の
手
づ
く
り
風
景
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
元
町
エ
リ
ア

大
島
名
産
、
椿
油
づ
く
り
に
挑
戦
！

搾
り
た
て
椿
油
の
お
土
産
つ
き

昔
か
ら
大
島
の
女
性
の
髪
は
美
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
秘
密
は
椿
油
に
あ
る

と
か
。
大
島
に
来
た
か
ら
に
は
、こ
の
椿
油
づ

く
り
を
ぜ
ひ
体
験
し
た
い
と
思
う
人
も
多
い

は
ず
で
す
。
そ
の
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
の

が
、大
島
ふ
る
さ
と
体
験
館
。

「
椿
の
実
が
車
に
潰
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、

も
っ
と
特
産
品
で
あ
る
椿
を
大
切
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
、
平
成
15
年
か
ら
こ
の

体
験
館
を
始
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
昔
な
が

ら
の
製
法
で
、
椿
油
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
」

と
お
っ
し
ゃ
る
の
は
、
椿
油
の
づ
く
り
を
指
導

し
て
く
だ
さ
る
大
島
ふ
る
さ
と
館
の
館
長・
菊

池
清
さ
ん
。

搾
り
た
て
の
油
で
明
日
葉
を
炒
め
て
椿
油
の

風
味
を
味
わ
い
、お
土
産
に
手
作
り
の
ツ
バキ
油

を
チ
ョ
ッ
ピ
リ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
え
ま
す
。

柏
木
さ
ん
と
白
井
さ
ん
も
椿
油
づ
く
り
に

挑
戦
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

東京都大島町元町字津倍付41-1
電話 04992-2-2543
営業時間 9時～16時30分 630円
（水曜休み。リスの餌代は別途100円）

椿・花ガーデン・リス村

おせんべいもおまんじゅうも本当においしいです！

第54回伊豆大島椿まつり
2009年1月31日（土）～3月29日（日）

①椿の実
実を持っただけでも手が
つるつるしてきます

⑤蒸す ⑥搾る

⑦搾りたての椿油です!!
手作りの椿油で明日葉を炒め、明日葉茶
をいただいて終了となります。

②実をつぶす ③実を細かく砕く
甘～い香りがしてきます

④フルイにかける
いがいにむずかしい

椿油づくりの体験時間は約1時間30分

東京都大島町元町字北の山125-4
電話：04992-2-3991 FAX：04992-2-4177
営業時間：10時～16時30分(体験終了時間）、
火曜休館
※２名様より体験ができます。（お1人様2,100円）、
予約が必要です。

ふるさと体験館

自
然
の
驚
異
を
見
せ
つ
け
る

ド
迫
力
の
千
波
地
層
切
断
面

波
浮
か
ら
元
町
港
に
向
か
う
大
島
一
周
道

路
沿
い
の
右
手
に
、
巨
大
な
う
ね
り
が
迫
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
が
千
波
地
層
切
断
面
で
、
1

5
0
万
年
も
前
か
ら
数
百
回
に
及
ぶ
三
原
山

の
噴
火
に
よ
っ
て
、火
山
灰
が
幾
層
に
も
重
な

っ
て
で
き
た
地
層
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

層
一
層
が
時
代
の
異
な
っ
た
火
山
弾（
溶
岩
破

片
）や
火
山
灰
か
ら
で
き
て
お
り
、
縞
模
様
は

約
90
層
に
も
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
の
巨
大
な
地
層
切
断
面
は
別
名
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
と
も
呼
ば
れ
、
島
の
南
西
エ
リ
ア

の
大
島
一
周
道
路
に
沿
っ
て
約
1
0
0
0
ｍ

に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
ま
す
。
地
層
切
断
面

は
、
島
の
成
り
立
ち
を
雄
弁
に
語
り
、
見
る

なんて
人なつこいリス
なんでしょう

※掲載データは2009年1月20日現在のものです。

差木地あたりから見た夕日

地層切断面

今年で54回目を数える大島の魅力満
載！の「大島椿まつり」。大島公園内の椿
プラザをメイン会場に、江戸みこしとあ
んこパレード、椿展、椿の花びら染め体験
教室など、様々なイベントが島内各地で
実施されています。

■「江戸みこしとあんこパレード」
2月1日(日) 10時

江戸みこしや伝統衣装に身を包んだあんこさ
んなど、総勢2,000名のパレード！

■椿展（第一会場）」
2月7日(土)～2月15日(日)
9時～17時※2月15日(日)は16時まで

やぶ椿や園芸種、カメリアフラワーコンテスト
出品花など、椿を主体とした展示。椿苗木の即
売も行います。

■「椿の女王コンテスト」
2月11日(水曜・祝日) 10時～

大島の伝統衣装に身を包み、あんこ娘になった
コンテスト参加者の中から「椿の女王」を選出。

■「椿まつり夜祭り」
2月20日(金)～3月22日(日)
19時30分～21時

ライトアップされたステージ上、スーパーあん
こ娘のダンスパフォーマンス！

主催：(社)大島観光協会
共催：大島町
後援：東京都、大島町商工会、

東京諸島観光連盟

●伊豆大島椿まつりの問い合わせ
社団法人大島観光協会：電話04992‐2-2177
大島町役場観光課：電話04992‐2-1446
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最
近
で
も
っ
と
も
感
慨
深
か
っ
た
散
歩
、そ
れ
は
演
奏

旅
行
で
訪
れ
た
愛
媛
県
松
山
の
街
並
み
を
歩
い
た
ひ
と

と
き
で
す
。
も
う
40
年
以
上
も
前（
小
学
校
入
学
前
後

の
2
年
間
）、父
の
転
勤
で
松
山
市
昭
和
町
に
家
族
で
住

ん
で
い
た
事
が
あ
り
、そ
れ
は
東
京
生
ま
れ
東
京
育
ち

の
私
に
と
っ
て
、
唯
一
子
供
時
代
の「
地
方
体
験
」。
今

回
、
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
の
場
所
が
昭
和
町
に
ほ
ど
近
い

♪

・・・二
泊
三
日
の
松
山
滞
在
で
わ
か
っ
た
の
は
、小
さ
い

時
に
体
験
し
た
風
景
や
経
験
っ
て
、
ビ
ッ
ク
リ
す
る
く
ら

い
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
事
。
一
番
の
繁

華
街〈
大
街
道
〉は
、さ
す
が
に
様
変
わ
り
し
て
い
て
呼

び
覚
ま
さ
れ
る
記
憶
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
通
り
を
走

る
茶
色
い
路
面
電
車
で
い
き
な
り
タ
イ
ム
ワ
ー
プ
。
の
ど

か
な
乗
り
心
地
に
揺
ら
れ
、
松
山
で
の
生
活
が
いっ
き
に

思
い
出
さ
れ
て
く
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
・・・で
も
車
両

こ
ん
な
に
小
さ
か
っ
た
っ
け
？
自
分
が
巨
人
に
な
っ
た
み

た
い
。
車
内
か
ら
見
る〈
伊
予
鉄
会
館
〉の
文
字
で「
あ
っ

お
子
様
ラ
ン
チ
を
食
べ
た
と
こ
ろ
」と
思
い
出
し
、
続
く

〈
一
六
タ
ル
ト
〉の
看
板
に
、ゆ
ず
餡
の
香
り
と
ざ
ら
め
の

ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
感
が
う
れ
し
い
和
風
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
味

が
蘇
る
。
そ
う
だ
っ
た
、こ
の
タ
ル
ト
は
松
山
銘
菓
。

♪

そ
し
て
道
後
温
泉
行
き
の
路
線
の
途
中
で
、
2
年
住

ん
だ
家
の
最
寄
り
駅「
上
一
万
」で
降
り
て
散
策
。
い
き

な
り「
O
K
ス
ト
ア
」と
い
う
ス
ー
パ
ー
と
再
会
！
う
わ
あ

40
年
以
上
よ
く
ぞ
お
続
け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
裏
手
、

昭
和
町
43
番
地
あ
た
り
を
そ
ぞ
ろ
歩
く
。
駐
車
場
や
新

築
ア
パ
ー
ト
が
あ
る
か
ら
、
私
の
住
ん
で
い
た
家
は
も
う

残
っ
て
い
な
い
よ
う
。
チ
ョ
ッ
ト
残
念
。
で
も
こ
の
道
か
ら

振
り
向
く
と
、た
し
か
路
面
電
車
の
向
こ
う
の
山
の
上

と
わ
か
り
、コ
ン
サ
ー
ト
前
日
か
ら
松
山
入
り
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
も
ら
い
、ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
か
の

地
へ
向
か
い
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
い
う
職
業
柄
け

っ
こ
う
旅
は
多
く
、
好
奇
心
や
旅
ゴ
コ
ロ
は
存
分
に
満
た

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
日
常
で
す
が
、今
回
の
行
き
先
は

何
と
な
く
特
別
。
7
才
の
記
憶
っ
て
、
ど
の
程
度
の
も

の
か
な
？

に「
松
山
城
」が
・・・
わ
あ
、今
も
同
じ
姿
で
見
え
て
る

ぞ
！
す
っ
か
り
熱
く
な
っ
て
、
同
行
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
嬢

に
ア
レ
コ
レ
思
い
出
を
語
る
う
ち
、40
年
以
上
も
前
の
歳

月
が
い
っ
き
に
蘇
っ
て
く
る
こ
と
く
る
こ
と
・・・
私
が
病

気
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
せ
っ
か
く
の
四
国
暮
ら
し
の

間
、
家
族
旅
行
が
な
か
な
か
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

無
口
で
シ
ャ
イ
な
父
が
、40
才
前
後
の
松
山
時
代
に
は
大

勢
の
部
下
を
連
れ
て
ゴ
キ
ゲ
ン
で
飲
み
歩
き
、お
土
産

は〈
六
時
屋
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
〉だ
っ
た
事（
結
局
、
記

憶
の
大
半
は
ほ
と
ん
ど
食
べ
物
の
記
憶
！
）。

♪

散
策
の
最
後
は
路
面
電
車
の
終
点
、
道
後
温
泉
に
浸

か
り
な
が
ら
、地
元
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の「
ほ
じ
ゃ
け

ん
の
う
・・・
」と
い
う
ノ
ン
ビ
リ
と
温
か
い
松
山
弁
を
懐

か
し
み
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
だ
い
ぶ
以
前
に
愛
媛
に

演
奏
会
に
来
た
時
、
楽
屋
に
幼
稚
園
時
代
の
お
友
達

〈
ア
ッ
ち
ゃ
ん
〉が
訪
ね
て
く
れ
て「
ヒ
ロ
コ
ち
ゃ
ん
の
ピ
ア

ノ
弾
い
て
る
顔
、幼
稚
園
の
時
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
ん
！
」

と
言
っ
て
く
れ
た
事
が
あ
っ
た
っ
け（
・・メ
イ
ク
や
衣
装
で

飾
り
た
て
る
意
味
、な
い
で
す
よ
ね
笑
）。

♪

こ
こ
ま
で
書
い
て
読
み
返
し
て
み
る
と
、そ
も
そ
も

「
お
散
歩
」と
い
う
の
は
、も
っ
と
気
ま
ま
な
、
日
常
的
な

行
為
を
呼
ぶ
の
か
も
し
れ
な
い
な
、と
思
え
て
き
て
、今

さ
ら
で
す
が
こ
ん
な
内
容
で
良
か
っ
た
の
か
ど
う
か
。
で

も
、
50
才
を
前
に
し
た
今
の
自
分
に
と
っ
て
、こ
の
タ
イ

ム
ト
ラ
ベル
的
な「
散
歩
」は
、と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し

た
。
そ
し
て
、こ
の
旅
で
買
っ
て
帰
っ
た「
一
六
タ
ル
ト
」

が
、
帰
京
の
翌
週
、
83
才
で
急
逝
し
た
父
の
霊
前
の
お

供
物
に
な
る
と
は
。
家
族
み
ん
な
に
と
っ
て
懐
か
し
い
こ

の
お
菓
子
は
、
遺
影
の
父
に
と
っ
て
も
き
っ
と
そ
う
で
、

「
お
、
松
山
の
タ
ル
ト
か
。
懐
か
し
い
ね
え
」と
、
目
を
細

め
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た・・・。（
お
わ
り
）

ピアニスト 作曲家

国府弘子（こくぶひろこ）
東京生まれ。数々の演奏経験を経てそ
の音色にますます深い情感をたたえ、
ジャンルを超越した共演者からの熱い
ラブコールの絶えないオンリーワンの
ジャズピアニスト国府弘子。自己のトリ
オやソロピアノコンサートはもちろん精
力的な演奏活動を続け全国的な人気
を集めるピアノ界のスーパーレディ。国
立音楽大学ピアノ科在学中にジャズに
目覚め卒業後単身渡米、ジャズ修行。
帰国後1987年ビクターと契約、その後
1年に約1枚のペースで自己のアルバ
ムを日米で発表。クラシックからジャズ、
ラテンからロックまで幅広い音楽性を
取り入れた独自の国府ワールドを確
立。またテレビ・ラジオの出演も多く、
2006年3月までレギュラー出演した
NHK「BSふれあいホール」、2007年春
までパーソナリティーを努めたNHKFM
「ジャズトゥナイト」などで、ウィットに富
んだトークやゲスト陣との共演が大好
評を博した。2008年春には、NHK教育
テレビ趣味悠 「々国府弘子の今日から
あなたもジャズピアニスト」を4月、5月
で担当、テキストともに好評を博し、秋
には総合テレビで再放送もされ、また
もや反響を呼ぶ。
国府弘子オフィシャルホームページ
http://kokubuhiroko.net
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環
状
5
号
線

（
都
道
3
0
5
号
・
明
治
通
り
を
含
む
）

誰
も
が
知
っ
て
い
る「
春
の
小
川
」の
モ
チ
ー
フ
は

代
々
木
近
く
を
流
れ
て
い
た
河
骨
川

こ
う
ほ
ね
か
わ

?!

環
状
5
号
線
は
目
黒
、渋
谷
、新
宿
、池
袋
を
通
り
王
子
、亀
戸
、大
島
ま

で
の
道
路
で
、通
称
明
治
通
り
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。今
は
東
京
の
中
心
を

走
る
道
路
と
し
て
有
名
で
す
が
、道
路
計
画
が
始
ま
っ
た
大
正
の
末
ご
ろ

は
、ま
だ
住
宅
は
ま
ば
ら
で
畑
や
田
ん
ぼ
ば
か
り
が
目
立
つ
景
色
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。

大
正
１
年（
1
9
1
2
）、
作
詞
・
高
野
辰
之
、
作
曲
・
岡
野
貞
一
で
発
表

さ
れ
た
唱
歌「
春
の
小
川
」は
、
今
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
歌
い
継
が
れ
て
い

ま
す
が
、こ
の
の
ど
か
な
春
の
田
園
風
景
は
、
環
状
5
号
線
の
代
々
木
近
く

を
流
れ
て
い
た
河
骨
川
と
そ
の
付
近
が
モ
チ
ー
フ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
生
ま
れ
の
高
野
辰
之
は
こ
の
頃
、今
の
代
々
木
３
丁
目
界
隈
に

住
ん
で
い
た
そ
う
で
す
か
ら
、こ
の
あ
た
り
を
散
歩
し
な
が
ら
、き
っ
と
ふ

る
さ
と
の
小
川
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
こ
の「
春
の
小
川
」を
作
詞
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
…
。

河
骨
川
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
が
代
々
木
に
出
来
た
時
に
暗

渠
と
な
り
、昔
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、小
田
急
線

代
々
木
八
幡
の
近
く
の
線
路
際
に「
春
の
小
川
」歌
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。渋
谷
区
教
育
委
員
会
の
説
明
板
に
は「
こ
こ
は
か
つ
て
清
ら
か
な
小
川

が
流
れ
、黄
色
の
か
わ
い
ら
し
い〈
こ
う
ほ
ね
〉が
咲
い
て
い
た
の
で
、河
骨

川
と
呼
ば
れ
て
…
…
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。〈
こ
う
ほ
ね
〉と
は
ス
イ
レ
ン

科
の
植
物
で
浅
い
池
や
流
れ
の
緩
い
小
川
に
自
生
し
ま
す
。そ
の
頃
は
ま

だ
一
面
に
広
が
っ
て
い
た
田
園
風
景
が
、1
0
0
年
弱
で
ビ
ル
の
谷
間
に
埋

も
れ
て
し
ま
う
と
は
…
…
、も
し
高
野
辰
之
が
今
の
時
代
に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ

プ
し
て
き
た
な
ら
、第
一
声
は
な
ん
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
？
ち
な
み
に

「
故
郷
」「
お
ぼ
ろ
月
夜
」「
紅
葉
」「
春
が
来
た
」「
日
の
丸
の
旗
」も
高
野
辰

之
と
岡
野
貞
一
の
作
品
で
す
。

終
戦
直
後
の
人
間
模
様
を
見
続
け
て
き
た
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
は

今
は
超
高
層
ビ
ル
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
に
大
変
身

昭
和
23
年（
1
9
4
8
）12
月
23
日
、
旧
東
京
拘
置
所
・
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
で
、

市
ヶ
谷
の
極
東
軍
事
裁
判
所
で
裁
か
れ
た
東
絛
英
機
を
は
じ
め
Ａ
級
戦
犯

７
名
の
死
刑
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
史
実
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有

名
で
す
が
、
同
時
代
を
生
き
た
平
凡
な
床
屋
、
清
水
豊
松
を
主
人
公
に
し

た
も
う
1
つ
の
ド
ラ
マ
が
こ
こ
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

終
戦
後
、再
び
故
郷
の
高
松
の
理
髪
店
に
戻
り
、い
つ
も
通
り
に
仕
事
を

し
て
い
た
清
水
豊
松
の
身
に
、青
天
の
霹
靂
と
も
言
え
る
大
事
件
が
起
こ

り
ま
す
。戦
犯
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、横
浜
軍
事
法
廷
の
裁
判
で
絞
首
刑
の
判

決
を
受
け
た
豊
松
は
、巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
に
送
ら
れ
B
C
級
戦
犯
と
し
て
処

刑
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
あ
の
有
名
な『
私
は
貝
に
な
り
た
い
』。昭
和
33
年

（
1
9
5
8
）に
フ
ラ
ン
キ
ー
堺
が
主
演
し
た
ド
ラ
マ
。リ
メ
イ
ク
で
、平
成
20

年（
2
0
0
8
）に
中
居
正
広
と
仲
間
由
紀
恵
で
映
画
化
さ
れ
、上
官
の
命

令
に
従
っ
た
兵
隊
の
悲
劇
が
再
び
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

執
行
時
刻
が
迫
る
な
か
で
豊
松
は
妻
と
子
供
に
宛
て
て
、「
…
ど
う
し
て
も

生
れ
変
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
…
…
、私
は
貝
に
な
り
た
い
」と
い
う

意
味
の
遺
書
を
書
き
残
し
ま
す
。こ
の
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
の
あ
っ
た
場
所
が
現

在
の
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
の
付
近
。今
も
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
真
下
に
あ
る
東

池
袋
中
央
公
園
の
一
角
に
は
、「
永
久
平
和
を
願
っ
て
」と
刻
ま
れ
た
石
碑
が

立
っ
て
い
ま
す
。

明
治
の
大
実
業
家
・
渋
沢
栄
一
が
愛
し
た
街
・
王
子
に
は

今
も
、唯
一
の
都
電
が
走
り
続
け
て
い
る

最
後
の
将
軍
・
徳
川
慶
喜
に
仕
え
、近
代
日
本
経
済
の
基
礎
を
作
っ
た
明

治
の
大
実
業
家
・
渋
沢
栄
一
。
彼
は
王
子
製
紙
を
は
じ
め
、日
本
の
名
だ

た
る
企
業
を
設
立
・
育
成
し
、そ
の
数
は
数
百
に
の
ぼ
り
ま
す
。明
治
8
年

（
1
8
7
5
）に
東
京
府
下
王
子
村（
現
在
の
王
子
）に
王
子
製
紙（
設
立
当

時
は
抄
紙
会
社
）の
工
場
が
完
成
。そ
れ
以
降
、王
子
は
日
本
の
洋
紙
発
祥

の
地
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。彼
は
工
場
を
眼
下
に
見
守
る

こ
と
が
で
き
る
飛
鳥
山
に「
曖
依
村
荘

あ
い
い
そ
ん
そ
う

」と
呼
ば
れ
る
邸
宅
を
構
え
、内
外
の

賓
客
を
招
く
公
の
場
と
し
て
、そ
の
後
亡
く
な
る
昭
和
6
年（
1
9
3
1
）

ま
で
、こ
こ
で
家
族
と
お
穏
や
か
な
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

飛
鳥
山
は
、八
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗
の
指
示
に
よ
っ
て
1
2
7
0
本
の
桜

が
植
え
ら
れ
、江
戸
庶
民
の
花
見
の
場
と
し
て
開
放
さ
れ
た
桜
の
名
所
。王

子
製
紙
の
工
場
が
完
成
す
る
2
年
前
の
明
治
6
年（
1
8
7
3
）に
、日
本

で
最
初
の
都
市
公
園
に
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

明
治
44
年
に
開
通
し
た
大
塚
・
飛
鳥
山
間
の
2.

4
キ
ロ
の
電
気
軌
道
は
、

こ
の
飛
鳥
山
の
下
を
走
り
ま
し
た
。こ
れ
が
現
在
、都
内
を
走
る
唯
一
の
都

電
・
荒
川
線
の
前
身
で
す
。明
治
の
日
本
経
済
を
担
い
、東
京
の
街
を
築
き

上
げ
て
き
た
偉
人
・
渋
沢
栄
一
は
、吉
宗
以
来
の
桜
を
愛
で
、こ
の
飛
鳥
山

か
ら
都
電
の
走
る
風
景
を
見
続
け
て
い
た
は
ず
で
す
。

激
動
の
日
本
を
見
守
り
続
け
て
き
た
道
を
、今
も
都
電
は
走
り
続
け
、

桜
の
季
節
に
は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
こ
の
桜
の
名
所
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

本郷通りと交差する飛鳥山交差点。
6000型都電の試運転（上）

現在の飛鳥山交差点

飛鳥山公園

写真提供・東京都

写真提供・東京都

渋谷駅付近写真提供・東京都

写真提供・東京都

復興10周年を記念した都民の日、
花電車が走る、渋谷の東横前

現在の渋谷駅東横前の
明治通り

写真提供・東京都写真提供・東京都

区画整理が
始まった頃の
池袋駅前

（1953年）

1966年頃の
池袋東口界隈

池袋南口にある
びっくりガード
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武
線
で
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
昔
の
外
国
映
画
が
描
く
日
本
の
よ

う
に
ち
ょ
ん
髷
つ
け
た
男
が
い
た
り
、

男
女
が
混
浴
す
る
よ
う
な
イ
イ
加
減
な

描
写
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
許
し

て
あ
げ
よ
う
か
。

は
じ
め
て
オ
ペ
ラ
に
正
面
か
ら

取
り
組
ん
だ
映
画「
プ
ラ
イ
ド
」に

新
国
立
劇
場
が
登
場

住
宅
街
で
ひ
っ
そ
り
撮
影
し
た
り
、

繁
華
街
で
ゲ
リ
ラ
的
に
撮
影
す
る
の
と

ち
が
い
、
は
じ
め
か
ら
各
方
面
の
許
可

を
取
り
、
大
掛
か
り
な
撮
影
を
し
た
の

が
、『
踊
る
大
捜
査
線
』の
登
場
人
物
で

あ
る
犯
罪
心
理
分
析
担
当
官
、
真
下
正

義
を
主
役
に
据
え
た『
交
渉
人
真
下
正

義
』だ
っ
た
。
こ
れ
は
地
下
鉄
パ
ニ
ッ
ク・

ム
ー
ビ
ー
と
あ
っ
て
、地
下
鉄
の
駅
と
走

る
様
子
が
重
要
な
見
せ
場
に
な
る
が
、

東
京
の
地
下
鉄
で
の
ロ
ケ
は
さ
す
が
に

無
理
で
、
お
も
な
ロ
ケ
は
神
戸
の
地
下

鉄
の
終
電
か
ら
始
発
ま
で
の
四
時
間
に

行
わ
れ
た
と
い
う
。
ほ
か
に
も
見
て
い

る
側
に
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
が
横

浜
、
札
幌
、大
阪
で
の
地
下
鉄
ロ
ケ
が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
パ
ニ
ッ
ク
の

大
詰
め
に
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル

は
、
有
楽
町
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

Ａ
ホ
ー
ル
を
三
日
間
に
わ
た
っ
て
借
り

切
っ
て
行
わ
れ
た
。

こ
こ
に
は
地
下
鉄
を
混
乱
さ
せ
、
何

事
か
を
企
む
犯
人
か
ら
指
名
さ
れ
て
事

件
の
担
当
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
真
下

正
義（
ユ
ー
ス
ケ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
）が
、や

っ
と
デ
ー
ト
に
こ
ぎ
つ
け
た
湾
岸
署
巡

査
部
長
の
柏
木
雪
乃（
水
野
美
紀
）が
待

っ
て
い
る
。

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
Ａ
ホ
ー
ル
は
五
千

人
は
収
容
で
き
る
大
ホ
ー
ル
。
客
席
を

埋
め
た
の
は
真
下
正
義
の
古
巣
、『
踊
る

大
捜
査
線
』の
フ
ァ
ン
た
ち
だ
っ
た
。
大

が
か
り
な
ロ
ケ
で
は
人
集
め
も
大
変
だ
。

も
う
一
つ
、
大
き
な
ホ
ー
ル
で
は
、オ

ペ
ラ
歌
手
を
目
指
す
二
人
の
音
大
生（
ス

テ
フ
ァ
ニ
ー
と
満
島
ひ
か
り
）が
熾
烈
な

闘
い
を
繰
り
広
げ
る
一
条
ゆ
か
り
原
作

の
コ
ミ
ッ
ク
を
映
画
化
し
た『
プ
ラ
イ
ド
』

に
、
初
台
に
あ
る
新
国
立
劇
場
が
登
場

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
は
じ
め
て
オ
ペ
ラ

に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
映
画
と
い
う

こ
と
で
撮
影
許
可
が
お
り
た
と
い
う
。

海
外
か
ら
の
来
日
公
演
の
休
演
日
を

利
用
し
て
の
撮
影
で
、
客
席
や
贅
沢
な

作
り
の
ロ
ビ
ー
な
ど
、
や
は
り
本
物
は

違
う
、と
い
う
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
な
が

ら
ヒ
ロ
イ
ン
の
オ
ペ
ラ
歌
手
の
卵
二
人

は
、
チ
ケ
ッ
ト
が
五
万
円
の「
ト
ラ
ビ
ア

ー
タ
」を
観
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
実
際
の
新
国
立
劇
場
は
オ
ペ
ラ

の
振
興
を
は
か
る
た
め
の
施
設
な
の

で
、
チ
ケ
ッ
ト
の
上
代
は
二
万
円
台
に

抑
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

普
通
の
住
宅
街
か
ら
有
名
ホ
ー
ル
や

劇
場
ま
で
、
東
京
都
内
で
ロ
ケ
さ
れ
て
い

る
映
画
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
だ
け

ど
、人
の
多
い
場
所
で
の
撮
影
は
こ
れ
か

ら
も
難
し
そ
う
。
東
京
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
よ
う
に
、
市
の
映
画
担
当
課
の
許

可
さ
え
も
ら
え
ば
お
巡
り
さ
ん
ま
で
ア

ル
バ
イ
ト
出
演
が
で
き
る
、と
い
う
よ
う

に
な
れ
ば
楽
し
い
の
に
、と
思
う
け
ど
…
。
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わ
が
愛
す
る
町
も
意
外
に
、

映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

舞
台
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
ち
に
映
画
化
さ
れ
て
、
す
で
に
劇

場
公
開
も
さ
れ
て
い
る
山
下
智
久
・
主
演

『
映
画
ク
ロ
サ
ギ
』が
ま
だ
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
と
し
て
放
送
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
、
朝

の
ゴ
ミ
捨
て
で
会
っ
た
同
じ
町
内
の
奥

さ
ん
か
ら
、「《
ク
ロ
サ
ギ
》っ
て
見
て
い

ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
。
残
念
な
が

ら
タ
イ
ト
ル
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

「
ナ
ン
で
す
か
そ
れ
」と
答
え
た
ら
、「
主

人
公
の
住
む
ア
パ
ー
ト
が
ど
う
考
え
て

も
こ
の
近
所
な
ん
で
す
よ
」と
の
こ
と
。

そ
こ
で
放
送
の
日
を
待
ち
、こ
の
目

で
た
し
か
め
た
と
こ
ろ
ま
ち
が
い
な
く

う
ち
の
近
所
だ
。
春
日
通
り
を
脇
に
入

り
、
広
い
長
め
の
階
段
を
下
り
て
き
て
、

上
の
部
分
が
地
下
鉄
の
操
車
場
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
り
、
急
な

坂
を
上
が
る
あ
た
り
。

ま
、
ド
ラ
マ
に
出
て
く
る
よ
う
な
ア

パ
ー
ト
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、こ
こ
で
ロ

ケ
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

も
と
も
と
こ
の
あ
た
り
は
う
す
暗
い

ガ
ー
ド
と
幅
広
の
階
段
、と
い
う
ち
ょ
っ

と
珍
し
い
も
の（
？
）が
揃
っ
た
場
所
の

せ
い
か
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
舞
台
に

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
れ
ま
で
に

も
、
階
段
を
上
が
っ
た
先
に
あ
る
ス
ー
パ

ー
へ
行
っ
た
帰
り
、
撮
影
中
の
ス
タ
ッ
フ

か
ら
、「
す
み
ま
せ
ん
、
少
し
待
っ
て
く

だ
さ
い
」な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
、
通
行

止
め
を
さ
れ
た
こ
と
が
何
度
か
あ
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
私
の
家
は
、い
ま
の

よ
う
に
建
て
変
わ
る
前
、
昼
ド
ラ
の
主

人
公
た
ち
が
住
む
家
の
外
観
だ
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
ど
う
や
ら
、
ガ
ー
ド
と
階

段
を
見
に
来
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
通
り
が
か

り
に
見
た
い
か
に
も
古
び
た
さ
さ
や
か

な
門
構
え
の
我
が
家
を
気
に
入
っ
て
母

に
交
渉
し
た
ら
し
い
。
母
は「
べ
つ
に
か

ま
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
」と
撮
影
を
許
可

し
て
何
度
か
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
出
て
き

た
よ
う
だ
が
、
俳
優
が
来
た
こ
と
も
な

い
し
、
近
所
の
人
も
気
づ
か
な
い
ま
ま

放
送
は
終
わ
っ
た
。「
撮
影
料
は
？
」と

母
に
聞
い
た
ら
、「
そ
ん
な
も
の
く
れ
な

か
っ
た
わ
よ
」と
言
っ
て
い
た
。

外
国
の
監
督
は
、

東
京
の
思
い
が
け
な
い
場
所
で

ロ
ケ
を
す
る
の
が
お
気
に
入
り
？

こ
の
よ
う
に
、
広
い
東
京
の
た
い
し
て

有
名
で
も
な
い
場
所
で
撮
影
さ
れ
た
映

画
は
無
数
に
あ
る
は
ず
、と
思
っ
て
い
た

ら
、
友
人
が
教
え
て
く
れ
た
の
が
、
韓

国
の
人
気
監
督
ポ
ン・
ジ
ュ
ノ
が
撮
影
し

た『
シ
ェ
イ
キ
ン
グ
東
京
』だ
っ
た
。

こ
れ
は
世
界
の
人
気
監
督
三
人
が
東

京
を
舞
台
に
撮
っ
た
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画

『T
O
K
Y
O
!

』の
中
の
一
編
。

他
の
二
編
は
、
以
前
に
新
橋
が
舞
台

の
映
画
の
と
こ
ろ
で
ふ
れ
た
、新
橋
か
ら

東
銀
座
の
あ
た
り
が
舞
台
の
ミ
シ
ェ
ル
・

ゴ
ン
ド
リ
ー
監
督
編『
イ
ン
テ
リ
ア・デ
ザ

イ
ン
』と
、
銀
座
の
ド
真
ん
中
が
舞
台
の

レ
オ
ス・
カ
ラ
ッ
ク
ス
監
督
の『
メ
ル
ド
』、

と
い
う
よ
う
に
東
京
で
も
有
名
な
場
所

が
舞
台
だ
が
、『
シ
ェ
イ
キ
ン
グ
東
京
』の

ロ
ケ
地
は
杉
並
区
久
我
山
の
住
宅
街

だ
。
な
ん
の
特
徴
も
な
く
、
映
画
を
見

た
そ
の
あ
た
り
の
住
人
だ
け
が
、「
あ
れ
、

う
ち
の
近
所
じ
ゃ
な
い
？
」と
う
わ
さ
し

あ
っ
て
楽
し
む
だ
け
、と
い
う
平
凡
な
ロ

ケ
地
で
あ
る
。

恐
ら
く
は
、
そ
こ
が
ポ
ン・
ジ
ュ
ノ
監

督
の
狙
い
の
は
ず
で
、
彼
は
ご
く
平
均

的
な
東
京
の
住
宅
街
を
探
し
て
、こ
の

あ
た
り
の
住
民
で
も
な
け
れ
ば
気
が
つ

か
な
い
場
所
を
見
つ
け
だ
し
た
の
だ
ろ

う
。
こ
こ
が
東
京
と
わ
か
り
は
す
る
が
、

東
京
の
ど
こ
と
特
定
で
き
る
も
の
が
な

い
場
所
で
、
監
督
の
考
え
る
い
ま
の
東

京
の
若
い
男
女
の
姿
を
象
徴
的
に
浮
か

び
あ
が
ら
せ
て
い
る
の
だ
。

近
年
の
東
京
で
ロ
ケ
す
る
外
国
の
監

督
は
思
い
が
け
な
い
場
所
で
ロ
ケ
す
る

の
が
お
気
に
入
り
の
よ
う
だ
。『
キ
ル
・

ビ
ル
』の
ク
エ
ン
テ
ィ
ン・
タ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ノ

監
督
は
、小
泉
さ
ん
が
首
相
時
代
に
ブ

ッ
シ
ュ
米
大
統
領
を
連
れ
て
き
て
有
名

に
な
っ
た
西
麻
布
の
ソ
バ・
寿
司
が
売
り

の
高
級（
で
も
な
い
）居
酒
屋
で
ロ
ケ
を

し
た
、と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
じ
つ

は
北
京
の
巨
大
ス
タ
ジ
オ
に
そ
っ
く
り

の
セ
ッ
ト
を
組
ん
で
こ
の
店
を
再
現
し

た
の
だ
そ
う
だ
。

ほ
と
ん
ど
無
名
に
近
か
っ
た
菊
池
凛

子
の
名
を
い
ち
や
く
有
名
に
し
た
映
画

『
バ
ベル
』の
日
本
編
で
彼
女
が
大
胆
な
行

為
を
す
る
の
は
渋
谷
セ
ン
タ
ー
街
に
近
い

場
所
に
あ
るJ

・PO
P

・C
A
F
E

だ
そ
う
。

友
達
と
つ
る
ん
で
遊
ぶ
噴
水
が
あ
る
公

園
は
、
麻
布
十
番
の
近
く
に
あ
る
一
の
橋

公
園
。
ロ
ケ
を
し
て
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
目

立
た
な
い
場
所
に
あ
る
、と
い
う
意
味
で

は
我
が
家
の
近
く
の
階
段
と
ガ
ー
ド
下

の
あ
た
り
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

日
本
好
き
で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の

監
督
リ
ュ
ッ
ク・ベ
ッ
ソ
ン
の『W
A
SA
B
I

』

は
、
彼
の
盟
友
で
あ
り『
ダ・ヴ
ィ
ン
チ・コ

ー
ド
』や『
レ
オ
ン
』で
知
ら
れ
る
国
際
俳

優
ジ
ャ
ン・レ
ノ
と
広
末
涼
子
の
共
演
作
。

お
も
な
ロ
ケ
地
は
渋
谷
パ
ル
コ
の
裏
通

り
だ
が
、
ジ
ャ
ン・
レ
ノ
は
秋
葉
原
に
出

か
け
、こ
こ
で
も
ロ
ケ
。
で
も
、
ど
う
い

う
わ
け
か
映
画
の
中
で
は
秋
葉
原
で
は

な
く
新
宿
、と
言
っ
て
い
る
。
い
く
ら
総

「
東
京
に
は
ロ
ケ
地
が
いっ
ぱ
い
」
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東京都 東京オリンピック・パラリンピック招致本部企画部事業調整課
〒163-8001 東京都新宿区西新宿2-8-1 電話03-5388-2207

HP：http://www.shochi-honbu.metro.tokyo.jp/
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公 社 駐 車 場 続 々 オ ー プ ン！

汐留西第四駐車場
開場予定 平成21年3月予定

所 在 地：港区東新橋二丁目8-9
収容台数：自動車 時間制 33台
駐車料金：10分100円（8時～22時）、60分100円（22時～8時）
備考：平日のみ入庫当日最大2,800円

乃木坂駅前オートバイ専用駐車場
開場予定 平成21年3月予定

所 在 地：港区六本木七丁目１
収容台数：オートバイ 定期制 31台
駐車料金：月額 12,600円（税込）

●お問い合せ先 事業部 営業推進課開発係 03-5381-3389
※オープン日時、収容台数、駐車料金など変更する場合がありますので、最新情報は公社ホームページ（http://www.tmpc.or.jp/）でご確認ください。

麻布十番オートバイ専用駐車場
開場予定 平成21年3月予定

所 在 地：港区麻布十番一丁目4
収容台数：オートバイ 時間制 28台
駐車料金：オートバイ 時間制 60分100円
備考：最大料金12時間 最大800円

新橋三丁目オートバイ専用駐車場
開場予定 平成21年3月予定

所 在 地：港区新橋三丁目25
収容台数：オートバイ 時間制 28台
駐車料金：オートバイ 時間制 60分100円
備考：最大料金12時間 最大800円

パ
ー
ク
&
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
実
施

T
R
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
は
、
平
成

21
年
2
月
1
日
か
ら
、公
社
が
運
営
す
る
西
新

宿
第
四
駐
車
場
内
で「
パ
ー
ク
＆
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
」を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
世
界
で
最
も
環
境
負
荷
の
少
な
い

先
進
的
な
環
境
都
市
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に

策
定
さ
れ
た「
東
京
都
環
境
基
本
計
画
」内
の

「
自
転
車
利
用
の
促
進
」
に
協
力
す
る
も
の

で
す
。
西
新
宿
第
四
駐
車
場
を
ご
利
用
の
際
、

ぜ
ひ
、レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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P-Passキャンペーンのお知らせ
TR東京都道路整備保全公社は、公社のICカードサ

ービス「P-Pass」会員を対象にキャンペーンを実施します。
平成21年2月1日から2月28日のキャンペーン期間中

に対象駐車場を利用した「P-Pass」会員を対象に、抽
選で提携9店舗のポイント還元商品をプレゼントします。
加えて、期間中のP-Passポイントはなんと2倍に！（通常
10%→キャンペーン期間中20％）
キャンペーン期間中に、新規P-Pass会員となった方

もキャンペーンの対象になります。P-Pass会員の皆様も、
そして、P-Pass会員になっていない皆様も、この機会を
お見逃しなく！

イベントコーナー収益金を寄付
TR東京都道路整備保全公社が管理す

る新宿駅西口広場イベントコーナーで平成
20年7月7日から9月27日まで開催された、
「支援セール」のチャリティー金を「日本車椅
子バスケットボール連盟」に届けました。

「冬祭り」を開催 売上金を「緑の東京募金」に寄付
TR東京都道路整備保全公社では、1月8日から9日の2日間、新宿駅西口

広場イベントコーナーで毎年恒例の「イベントコーナーの冬祭り―第7回来て・
見て・楽しいイベントコーナーのお正月―」を開催しました。
約1,800人の方にご来場いただき、多くの方々に琴の演奏や獅子舞、百人一

首かるた大会を楽しんでいただきました。特に盛況だったかるた大会は、社団
法人全日本かるた協会の協力を頂き、解説を交えた競技用模範演技を実施。
競技かるたを初めて見た多くの観覧者からは
質問が出るなど、賑わいを見せていました。
なお、2日間での冬祭り売上金244,200円に

公社寄付金を加え総額100万円を、「緑の
東京募金」に寄付させていただきます。

・贈呈先：日本車椅子バスケットボール連盟
・贈呈日：平成20年12月16日（火）
・チャリティ金額：1,048,674円

左：公社佐藤常務理事
中央：日本チャリティー協会高木理事長
右：日本車椅子バスケットボール連盟駒崎事務局長

百人一首琴の演奏

ジャズの演奏

◎東京都八重洲駐車場 中央区京橋1－10－1地先
◎東京都日本橋駐車場 中央区日本橋2－12－12地先
◎東京都宝町駐車場 中央区京橋1－13－1地先
◎東京都新京橋駐車場 中央区銀座1－19－15地先
◎東京都東銀座駐車場 中央区銀座7－14－16地先
◎錦糸町パークタワー 墨田区江東橋3－5－16
◎西新宿第四駐車場 新宿区西新宿2－4（副都心街路10号線高架下）
霞町駐車場 港区西麻布2（高速3号線高架下）
六本木駐車場 港区六本木1（高速都心環状線高架下）
東京都第一本庁舎駐車場 新宿区西新宿2－8（4号地）
東京都第二本庁舎駐車場 新宿区西新宿2－9（1号地）
◎丸ノ内鍛冶橋駐車場 千代田区丸の内3－8－2
新月陸橋駐車場 中央区月島1－1（新月陸橋下）
練馬中央陸橋
ユニバーサルデザイン駐車場 練馬区高松二丁目6番先（環8･練馬中央陸橋下）

都庁前駅駐車場 新宿区西新宿2－7地先（副都心街路11号線高架下）
※◎印の駐車場で、P-Pass会員の申込みができます。また、キャンペーン用返信はがきを設置しています。
※公社が運営する駐車場情報は、公社ホームページ（http://www.tmpc.or.jp）からご覧になれます。

■実施対象駐場

●問い合せ先 事業部 営業推進課 電話03-5381-3388
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重要文化財・勝鬨橋「学生・技術者向けツアー」＆「橋脚内見学ツアー」実施中

「
セ
ー
フ
テ
ィ
＆
ス
ム
ー
ズ
東
京
フ
ェ
ア
2
0
0
8
」

に
出
展
参
加

T
R
東
京
都
道
路
整
備
保
全
公
社
で
は
、
11

月
30
日（
日
）赤
坂
サ
カ
ス
で
開
催
さ
れ
た「
セ

ー
フ
テ
ィ
＆
ス
ム
ー
ズ
東
京
フ
ェア
2
0
0
8
」に

出
展
・
参
加
し
ま
し
た
。（
主
催：

東
京
都
・
警

視
庁
・
東
京
国
道
事
務
所
）

公
社
ブ
ー
ス
で
は
、「
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ミ
レ

ー
タ
」（
協
力：

本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
）を

出
展
し
、オ
ー
ト
バ
イ
運
転
で
の
危
険
予
測
な
ど

が
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
と
と
も
に
、パ
ネ
ル
展

示
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て「s-park

」や
公
社

が
取
り
組
む
公
益
事
業
を
P
R
し
ま
し
た
。

ご
家
族
連
れ
や
ご

夫
婦
の
方
、
お
仲
間

同
士
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
年
代
の
方
で
賑
わ

い
、大
人
気
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「フレッシャーズ・ギャラリー2009」開催のお知らせ

TR東京都道路整備保全公社では、新宿プロムナ
ード・ギャラリーにおいて、都内専門学校協力のもと、
学生たちの若い感性を生かす作品発表の場として
「フレッシャーズ・ギャラリー2009」を開催します。
今回は、「ユニバーサルデザイン」をテーマとした立

体作品（建築・工業模型等）を展示します。
出展学校（50音順）：東京デザイナー学院、東京デザイ
ン専門学校、東洋美術学校、日本デザイン専門学校。

期間：平成21年2月7日（土）～平成21年3月6日（金）
会場：新宿プロムナード・ギャラリー
〈新宿区西新宿二丁目2番地（新宿歩行者専用道第1号線
通称：ワンデーストリート）〉
問い合わせ先：総務部 公益事業課

電話／03-5381-3368

［学生・技術者向けツアー］
■ツアー内容
勝鬨橋や隅田川橋梁群などをテーマにした、学習・研修目
的の学生・技術者向けツアーです。開催回数は月1～2回程
度。開催日は火・金・土曜日。参加人数は1回10～15名程度
（団体で申込み）。参加費用は無料。※事前にご連絡ください。
■問い合わせ先
総務部 公益事業課 電話／03-5381-3380
かちどき 橋の資料館 電話／03-3543-5672

［橋脚内見学ツアー］
■ツアー内容
橋脚内の開閉装置を説明者と一緒に見学します。
毎週木曜日（祝日を除く）1日4回実施（10時、11時、13時
30分、14時30分）。参加人数は各回5名程度。参加費用
は無料。
※橋脚内へは3.5mの垂直梯子を昇降します。安全面を考慮し、体
力的に昇降が可能な方。

※悪天候の場合は中止する場合があります。

■申込み方法
往復はがきに①住所②氏名③年齢④電話番号⑤見学
希望日時（第5希望まで・午前、午後、全日可）⑥参加人
数（1通5名様まで）を記入して下記宛先までお申込み
ください。
■申込先
〒163-0935 新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階
（財）東京都道路整備保全公社
「かちどき 橋の資料館」 ツアー予約係



頭の柔軟体操で
気分転換してみませんか？

パズル制作

角田美里（つのだみさと／パズル作家）
15歳でパズル作家デビュー。現在、新聞、雑誌の連載やテレ
ビ番組・映画に関する作品等、多数のパズルを制作する人
気パズル作家。また、パズル作成講座の講師やイベント等、
多岐にわたる多彩な活動をしている。単行本に『クロスワー
ドプレミアム』（日本文芸社）『なぞなぞ２年３年生』（西東社）
『四字熟語 最強のパズル』（KKベストセラーズ）『夢をか
なえるしあわせクロスワードパズル』（ゴマブックス）『あそび
のたからばこわくわくクロスワード王国』など多数。
http://www.puzzle-crossword.info/

応募方法

★タテ・ヨコのカギを解いてパズルを完成させてください。
A～Fの文字を順番に並べてできた言葉が答えです。

クロスワードパズルの答えを、添付のプレゼント応募はがきの答え欄にご記入の上、ご希望のプレゼント商品
名をお書きになり、ご応募ください。正解者の中からご希望のプレゼントを抽選いたします。当選者の発表は
プレゼント商品の発送をもってかえさせていただきます。尚、パソコンや携帯からもご応募できます。詳しく
は、P22に掲載のプレゼント応募方法をご覧ください。

答えは、TR-mag.15号にて発表

締切／2009年4月20日（締切当日消印有効）
※ご応募はお一人様一通一口とさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

E

CD

B

A

クロスワードパズル⑧の答え

答えは「オートバイ」でした。

1
2
3
4
6
8
11
13
14
15

1
4
5

7
9

10
12
13
16
17

ヨモギをたっぷり入れて作った春の和菓子といえば？
高校野球で記念に球児が持ち帰ります
悪天候によりイベントは○○○○です
駐停車中の○○○○○は止めましょう
勝負は時の○○といいますよ
服地の花柄や水玉、ストライプもステキです
話題のドラマ『相棒』で水谷豊が扮する主人公の名前
大豆でつくる健康食品、お餅につけたら安倍川です
のど飴に使われる木の実といえば？
運転中、大型車に○○寄せされると困ります

オートマチック車ならノー・○○○○ですね
車が生活に欠かせない○○代わりの地域もあります
運転中は何事も○○○○をし過ぎということはあり
ません
3月3日はひなまつり、○○の節句です
寒い時期は○○○○不足になりがち。本格的な春に
なったらがんばりましょう
人に聞かれたらいつでも絶好調といいたいですね
人生に○○沈みはあるものです
オリンピックなどに向けて発行されるピカピカのコイン
風雨が横から強く吹きつける様子です
頭上に馬の頭をいただいた○○○観音

タテのカギ

ヨコのカギ
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都内の駐車場を快適にご利用
いただくために東京都道路整
備保全公社が編集した『東京
駐車場マップ2008年版』は、
s-parkに掲載中の駐車場
位置情報をロードマップに
落とし込んだ使いやすい
マップとなっています。
ライダーのための『都内
オートバ イ 駐 車 場
MAP2008年版』も好
評です。また、公社で
開催する様々なイベントで大人気
のノベルティー『特注トミカs-park都営バス』も
プレミアムアイテムとして人気です。

22 TR-magazine 2009 WINTER

次号は2009年5月1日発行予定です。

この冊子は、東京都道路整備保全公社の駐車場事業収益等をもとに制作しています。

発行日／平成21年2月1日
発行元／財団法人東京都道路整備保全公社
住 所／〒163-0935東京都新宿区西新宿2-3-1 新宿モノリス26階

TEL.03-5381-3361 FAX.03-5381-3355
公社ホームページ http://www.tmpc.or.jp

企画制作・編集・デザイン／株式会社京王エージェンシー

Present for youマークのついたプレゼントをご希望の方は、専用応
募ハガキに、P21のクロスワードパズルの答えをご記入の上、ご応募

ください。また、下記のプレゼント応募アドレス、QRコードにアクセスし、
ご応募もできます。尚、プレゼント商品の色、柄、デザイン等は写真と異なる
場合がございますので、あらかじめご了承ください。
●応募締切／2009年4月20日（月）（専用応募ハガキによるご応募の場合
は、締切当日消印有効）

●お一人様一口のみ有効です。

※発表は発送をもってかえさせていただきます。
※応募者の個人情報は、当選者への発送、お問い合わせに必要
な範囲内で利用し、同意なく第三者への提供は行いません。

QRコード
携帯電話から簡単アクセス！

●パソコンからも携帯からも
http://www.tmpc.or.jp/present

プレゼント応募ページより
ご意見・ご感想もお寄せください。

※掲載データは2009年1月20日現在のものです。

東京都道路整備保全公社のオ
リジナルグッズ（qweのいず
れか1点)をプレゼント。詳細は
応募方法をご確認ください。

国府弘子さんの
アルバムデビュー20年を記念した
アルバム“HOLA!”オラ!

国府弘子さんの「アルバム“HOLA!”
オラ!」を3名様にプレゼント。詳細
は応募方法をご確認ください。

伊豆大島のお土産（qweのいずれか1点）
をプレゼント。詳細は応募方法をご確認く
ださい。

伊豆大島ならではのお土産
大島町優良特産品

今号の「さんぽのじかん」に
ご登場いただいた、国府
弘子さんは、常に第一線
で活躍中のピアニスト。
深く、暖かく、歌心あふれ
るピアノの音色が定評。
アルバムデビューから20
年を迎え記念し2007年に
リリースしたアルバム
「HOLA!」（オラ！）は長年
に渡り絶大な信頼で結ば
れた「国府弘子スペシャル
トリオ」（bass:八尋洋一、
drums:岩瀬立飛）の魅力
を見せつける自信作です。
アルバムタイトルの「Hola!」（オラ！）は、スペイン語で“こんにちは”の意味。新し
い音楽との出会いを楽しんでみてはいかがですか？

国府弘子オフィシャルホームページ
http://kokubuhiroko.net

公社オリジナルの東京駐車場マップ

今号の「東京を遊ぶ」で訪れた、伊豆大島は三原山をは
じめ観光スポットがたくさんあります。そして観光につきも
のなのがその土地ならではのお土産。数ある土産物の
中からお薦めしたいのが、大島産の原材料を使用して、
島内で製造または加工され、特産品として推奨を受けて
いる大島町優良特産品です。

100名e

100名q

100名w

w

e

q大島観光農園の「明日葉茶」（1袋80g）／5名
明日葉はセリ科の多年草で、古くから不老長寿の
妙薬と珍重されてきました。

w高田製油所の「三原椿油」（1瓶60ml）／3名
昔ながらの製法でヤブ椿の実から丁寧に抽出された、
純度100％の天然椿油です。

e自然海塩「海の精」（1袋240g）／5名
60種類以上の天然ミネラルが含まれている、伊豆
大島の海水からつくられた純国産の塩です。 q
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